
 
 
 

 
 

山武市基本計画（素案） 
 

平成 20 年度～平成 2４年度 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

山武市 
 
 

 



 
１ 分野別計画 
 
（１）「行政評価」の考え方の導入 
   本市は、解決に迫られている課題が多くあります。しかし、これらに対 

応するための財源や人材、施設といった行財政資源は限られています。 
 そこで、これらの行政財源を有効に利用するとともに、市民にわかりや 
すい行財政運営を行うためのひとつの方策として「行政評価」の考え方を 
導入します。この考え方により、「施策」「基本事業」などの目標の達成度 
を数値で表し、市民起点、成果重視といった視点から市政を推進します。 
 
体系・・・分野別計画では、総合計画を次のように体系化しています。 

 
 

 

基本事業 

（108） 

施 策

(28） 

政策（6）

 

事務事業 

 
基本構想 将来都市像を実現するための6つの政策です。

 政策を実現する手段としての 28 の施策です。

基本計画 

 施策を実現する手段を特性別にまとめた 108 の

基本事業です。 

 基本事業を実現するための最も具体的な事務事

業です。（事務事業の内容は、実施計画で扱いま

す。） 

実施計画 

 
 
 
「成果指標」について 

  市民にわかりやすく評価を行うため、「施策」と「基本事業」に、それぞれ  
 の目標となる「めざす姿」を設定し、その「めざす姿」の達成度を表すモノ 
サシとして「成果指標」を設定します。 
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体系と成果指標の例 
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政  策 施  策 基本事業 事務事業 

 
 

          ●事業のねらい 

   

  
 
        ●成果指標 

         
 

 
 
 
 
 
 
 

４－３ 

健康づくりの推進 

４－３－① 

健康づくり活動の

推進 

健康増進や疾病予

防に関する知識が

身につき、個々人に

あった健康づくり

が実践できます。 

健康づくりをして

いる市民の割合 

４－３－② 

健診の受診率向上と

生活習慣の改善 

４－３－③ 

母子保健の充実 

４－４ 

子育ての支援 

４－３－④ 

医療体制の充実 

４．だれもが

生きがいを持

って安心して

暮らせるまち

づくり 

 

目 的 手 段 

                 目 的            手 段 

                                    目 的 手段 



山武市総合計画体系図

基
本
理
念

都
市
将
来
像

　

 1 協働と交流によるまちづくり

 2 開かれた行政

 3 計画的・効率的な行財政運営

 4 公正確実な事務の執行

 3 健康づくりの推進

 4 子育ての支援

 5 社会福祉の充実

 ４　だれもが生きがいを持って安心して暮らせるまちづくり

 ５　生涯を通じて人と人がふれあい共に学びあえるまちづくり

 ６　市民と行政が協働してつくるまちづくり

誰
も
が
　
し
あ
わ
せ
を
実
感
で
き
る
独
立
都
市
　
さ
ん
む

と
も
に
手
を
携
え
て
誇
り
を
持
て
る
ま
ち
づ
く
り

 1 学校教育の充実

 2 生涯学習の推進

 3 スポーツの振興

 4 学校家庭地域の連携

 5 人権尊重のまちづくり

 ２　住みやすい環境と安全なまちづくり

 1 暮らしを支える快適なまちづくり

 1 高齢者福祉の充実

 2 障がい者（児）福祉の充実

 1 農林水産業の振興

 2 商工業の振興

 3 観光の振興

 ３　にぎわい豊かな暮らしを創出するまちづくり

 4 上水道の充実

 5 汚水処理の推進

 6 防犯対策の充実

 7 交通安全対策の推進

 1 道路網の整備・充実

 2 公共交通網の整備・充実

 3 防災・消防対策の充実

 4 都市の整備

 1 生活環境の充実

 2 廃棄物の減量・処理の適正化

 3 自然環境の保全

　　　　　　　　　　　　　　　　政策 　　　　　　　施策
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